
令 和 ８ 年 度

主 な 所 管 事 務 及 び 事 業

（令和８年５月）

福祉文教委員会
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民活動部 協働推進課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 地域づくり活動支援事業 ・協働のまちづくり支援金

・協働のまちづくり推進会議

・地域コミュニティにおけるデジタル技術の活用に対する助成

２８９，７００

２ 市民活動支援事業 ・市民活動に対する支援

・若者の主体的な活動に対する助成

・高校生の主体的な活動に対する助成

５，２１０

３ 結婚支援事業 ・広域連携による結婚支援

・結婚新生活世帯に対する助成

・若者の出会いの機会創出に対する助成

１８，９８０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野 着実な計画の推進１－（１）》協働のまちづくり

〇地域の負担軽減に向けた見直し
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民活動部 生涯学習課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 多様性推進事業 ・男女共同参画の推進、人権啓発、平和の推進 ２，３７１

２ 図書館管理事業 ・高山市図書館「煥章館」設備改修

継続費 令和８年度～令和９年度

２９０，９８０

３ 文化芸術振興事業 ・飛騨春慶弦楽器市内演奏会

・市美術展

・市民、小学生対象の芸術鑑賞

・こども夢創造事業（文化芸術ワークショップほか）

・文化芸術活動に対する助成

４０，１９０

４ 生涯学習推進事業 ・こども夢創造事業（科学講座ほか）

・生涯学習情報プラットフォームの運用

３，２１０
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民活動部 スポーツ推進課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ スポーツ推進事業 ・こども夢創造事業（トップアスリートとの交流ほか）

◎市民スポーツ観戦イベントの開催（市制施行９０周年記念事業）

２０，７２０

２ 体育施設管理事業 ◎飛騨高山ビッグアリーナ設備改修

継続費 令和８年度～令和９年度

◎暑さ対策の実施（ビッグファンの設置等）

◎スマートロックシステムの導入（導入箇所の拡充）

５９３，０３４

３ 体育施設整備事業 ・野球場整備

継続費 令和７年度～令和９年度

１，４５１，９００

４ 高地トレーニング強化拠点

施設活用事業

・広域連携による高地トレーニングエリアの利用促進 １２，５８０

５ 市民スキー場運営事業 ・位山交流広場の管理運営 １６５，９３３

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野２－（５）》スポーツ

★新野球場の整備

4



主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95100 スポーツ推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民活動部スポーツ推進課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 市制施行90周年記念事業　市民スポーツ観戦イベント
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2352

□ 目 1 体育総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・本市で活躍するスポーツチームを観戦するイベントを行うことで、応援を通じた市民の一体感の醸
成、スポーツによる地域づくり、市制90周年記念の機運醸成を図る。

概要 ・飛騨高山ブラックブルズ岐阜のリーグホーム戦での観戦イベントの開催

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 500

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・委託料 　 500
　

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

飛騨高山ブラックブルズ岐阜のリーグホーム戦での観戦イベントの開催
・市民無料招待
・オープニングセレモニーの実施
・会場演出、装飾の実施
・市民へのおもてなしの実施
・来場者1,810名

[スケジュール] [スケジュール]

令和8年4月5日　開催

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95200 体育施設管理事業

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民活動部スポーツ推進課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 体育施設の暑さ対策
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2352

□ 目 2 体育施設費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・体育施設の暑さ対策に取り組むことで、市民が安全で快適に競技大会や練習など様々なスポー
ツ活動ができる環境整備を図る。

概要
・飛騨高山ビッグアリーナのメインアリーナに空調設備を設置
・中山公園陸上競技場等への簡易照明の整備や屋内施設や屋外施設で利用できる大型扇風機や簡易テント等の設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初 2,600

予算額

当初 予算額 当初 150,550

繰越

主な経費 設計委託料

繰越

主な経費
・設計監理委託料
・工事請負費
・備品購入費

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,600 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 147,950
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・飛騨高山ビッグアリーナへの空調設備の設置

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

①飛騨高山ビッグアリーナへの空調設備の整備
②中山公園陸上競技場への簡易照明の整備
③屋内施設や屋外施設で利用できる大型扇風機や簡易テント等の設置
④体育施設の早朝利用の拡充、利用期間の延長

[スケジュール]

令和７年度　設計
令和８年度　整備、供用開始

[スケジュール]

①令和8～9年度　整備
　 令和9年度　　　 供用開始
②令和8年度　設計・整備
③令和8年度　備品購入

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95200 体育施設管理事業

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民活動部スポーツ推進課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 2 スマートロックシステムの拡充
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2352

□ 目 2 体育施設費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・体育施設を利用する際の、窓口での鍵の受け渡しの負担軽減等を図るため、予約から鍵の開閉
までを一体化するスマートロックを拡充し、利用者の利便性の向上を図る。

概要 ・中山公園陸上競技場等へのスマートロックの導入

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 2,060

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・役務費
・委託料

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,060
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・中山公園陸上競技場、岡本テニスコート、西スポーツ会館へのスマートロ
ックの導入

[スケジュール] [スケジュール]

令和8年度　設置

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民福祉部 福祉課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 民生児童委員事業 ・民生児童委員 ２２８人 １１，０７６

２ 総合相談支援事業 ・福祉サービス総合相談支援センターの運営（就労準備・家計改善支援等）

・基幹相談支援センターの運営（障がい児者への訪問型支援等）

３８，５９０

３ 多機関連携推進事業 ◎重層的支援体制の整備 ２８，０７２

４ 障がい福祉サービス給付

事業

・障がい者居宅介護等事業給付費

身体介護、家事援助、乗降介助ほか

・障がい者短期入所事業給付費

・障がい者療養介護等給付費

病院での機能訓練、介護ほか

・障がい者自立訓練給付費

リハビリ、入浴、排泄等の訓練

・障がい者共同生活援助事業給付費

石浦ホームほか３７施設

・障がい者就労支援給付費

就労継続支援、就労移行支援、就労定着支援

・障がい者生活介護等事業給付費

高山山ゆり園ほか２４施設

・重度訪問介護給付費

２，４４６，０００
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５ 地域生活支援事業 ・障がい者移動支援

・障がい者居宅生活支援相互利用

・身体障がい者訪問入浴

・障がい者福祉ホーム運営

◎日常生活用具給付（補助基準額の拡充）

・地域活動支援センター機能強化

・日中一時支援

・地域生活支援拠点（居宅支援・短期入所支援等）

・手話通訳者等養成（手話通訳者試験等受験に対する助成）

・成年後見制度利用支援

７０，５９０

６ 障がい者施策推進事業 ・第４期障がい者福祉総合計画の策定 ５，１６７

７ 福祉医療費 ◎子ども医療費（支給対象を年度内に１９歳となる高校生まで拡充）

・母子父子家庭医療費

・重度等障がい者医療費

７８０，０００

８ 生活保護扶助費 ・生活、住宅、教育、医療、出産、生業、葬祭、介護、施設扶助

・就労自立給付費

５９０，０００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野１－（１）》地域福祉

★重層的支援体制の構築

○総合福祉センター機能の再整備の検討

○孤独・孤立や生活困窮などへの支援体制の強化の検討

《施策分野１－（２）》障がい者福祉

★地域生活支援拠点の拡大

○福祉事業所の人材確保支援の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31190 多機関連携推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 重層的支援体制の整備（多機関協働事業）
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2082

□ 目 1 社会福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・重層的支援体制整備事業に関わる関係者の連携の円滑化を進めるなど、既存の相談支援機関
をサポートし、市における包括的な支援体制を構築する。

概要
・重層的支援体制整備事業の中核を担う役割を果たす多機関協働事業の支援の進捗状況等を把握し、既存の相談支援機関に助言を行うなど、市全体の体制として伴走支援の体制を整備す
る。
・支援関係機関の役割分担を図る単独の支援機関では対応が難しい複雑化・複合化した事例の調整役を担い、支援関係機関の役割分担や支援の方向性を定める。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・旅費
・需用費
・委託料

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

１．役割
　複合的な課題を抱えており、課題の解きほぐしが求められる事例等に対
し、支援の方向性を明確化する支援会議等を通じて支援機関の調整を行
い、包括的な支援を行う。

２．支援対象者
　複合的な課題を抱えており、単独の支援機関では対応が難しく、かつ、
各種支援関係機関の役割分担や支援の方向性の整理が求められる課題
を有する者を支援対象者とする。

３．支援の展開
(１)相談受付→(２)アセスメント→(３)プラン作成→(４)支援の実施→(５)終
結

[スケジュール] [スケジュール]

R8.4～　事業開始
　　　　　 支援機関・関係者等への周知

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31190 多機関連携推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 2 重層的支援体制の整備（参加支援事業）
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2082

□ 目 1 社会福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・各分野で行われている既存の社会参加に向けた支援では対応できないニーズに対応するため、
地域の社会資源などを活用して社会とのつながり作りに向けた支援を行う。

概要
・利用者のニーズや課題など丁寧に把握し、本人と支援メニューのマッチングを行う。
・新たに社会資源に働きかけたり、既存の社会資源の拡充を図り、本人や世帯のニーズや状態に合った支援メニューをつくる。
・本人と支援メニューをマッチングしたのち、本人の状態や希望に沿った支援が実施できているかフォローアップをする。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 6,800

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 6,800
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

１．基本的考え方
　既存の社会参加に向けた事業では対応できない狭間の個別ニーズに対
応するため、本人のニーズ・希望と地域の資源との間の調整を行うことで
、多様な社会参加の実現を目的として行う。

２．支援対象者
　既存の各制度における社会参加支援に向けた支援では対応できない個
別性の高いニーズを有している人など

３．支援の展開
(１)相談受付→(２)プラン作成→(３)支援の実施→(４)終結

[スケジュール] [スケジュール]

R8.4～　事業開始
　　　　　 支援機関・関係者等への周知

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31190 多機関連携推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 3 重層的支援体制の整備（継続的支援事業）
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2082

□ 目 1 社会福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・長期にわたりひきこもりの状態にあるなどして、必要な支援が届いていない人に支援を届けるため
の事業。本人と直接関わるための信頼関係の構築や、本人とのつながりづくりを行う。

概要
・あらゆる手段等を用いて、本人と直接関わりを持ち、本人が適切な支援関係機関につながるよう支援を行う。
・本人と直接関わりを持つことができた後は、原則、多機関協働事業と連携を図りながら支援を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 6,800

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 6,800
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

１．基本的考え方
　長期にわたりひきこもりの状態にあるなどして必要な支援が届いていな
い人に支援を届ける。本人と直接関わるための信頼関係の構築や、本人
とのつながりづくりに力点を置く。

２．支援対象者
　複数の分野にまたがる複合的な課題を抱えているために、自ら支援を求
めることのできない人や支援につながることに拒否的な人など。

３．支援の展開
(１)会議や連携を通じての情報収集
(２)家庭訪問
(３)同行支援

[スケジュール] [スケジュール]

R8.4～　事業開始
　　　　　 支援機関・関係者等への周知

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31245 地域生活支援事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 日常生活用具給付
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2082

□ 目 2 障がい者福祉費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・障がいのある方が、その有する能力や適性に応じた自立した日常生活または社会生活を営むこと
ができるようにする。

概要 ・障がいのある方の障がいの状況、ニーズ等に応じたサービスに対する給付

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 30,000 予算額 当初 30,000

予算額

当初 30,000 予算額 当初 34,000

繰越

主な経費 ・扶助費

繰越

主な経費 ・扶助費
補正等 補正等

最終 30,000 最終 30,000

決算額 30,287 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 4,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　障害者総合支援法に規定する地域生活支援事業として、
　市が品目及び価格を規定し、助成事業を実施

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

○障がい者等の日常生活がより円滑に行われるための用具を給付又
　 は貸与などにより、福祉の増進に資することを目的として実施
　
○Ｒ８年度より、一部補助対象経費の基準額の見直しを行い、利用者
　 負担の軽減を図る

○対象品目
　　・拡大読書器　１台：198,000円　→　250,000円
　　・ストーマ装具（蓄尿袋）　月額：11,639円　→　13,000円
　　・ストーマ装具（蓄便袋）　月額：8,858円　→　9,800円
　　・紙おむつ　月額：12,000円　→　14,400円

[スケジュール] [スケジュール]

R8.4～　事業開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31500 福祉医療給付事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 子ども医療費
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2082

□ 目 5 福祉医療費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・子ども医療の資格喪失後も高校等に在学するこどもを持つ家庭の経済的負担の軽減を行う。 概要 　・子ども医療の資格喪失後も高校等に在学するこどもを持つ家庭を支援するため、こどもにかかる医療費について、１年間の医療費無償化を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 340,000 予算額 当初 330,000

予算額

当初 予算額 当初 310,000

繰越

主な経費 ・扶助費

繰越

主な経費 ・扶助費（うち拡充分400千円）
補正等 補正等

最終 340,000 最終

決算額 310,717 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 10,000 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 20,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・子ども　11,363人

[評価等]

・子育て家庭の経済的負担軽減に効果がある

[事業内容]

・子育て家庭の経済的負担の軽減を目的に、こどもが医療機関に通院や
入院した際の保険適用となる医療費の自己負担相当額を助成。
・１８歳到達後の年度末までのこどもを対象。

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・子ども医療の資格喪失後も高校等に在学するこどもを持つ家庭の経済
的負担の軽減を目的に医療費の助成を行う。

１．対象者
　次のいずれの要件も満たすこどもを持つ家庭（病気治療などにより留年
したこどもなどを持つ家庭）
　　・高山市に住民登録があること
　　・１９歳到達年度内に飛騨圏域内の高校等に在学していること
２．給付内容
　　・子ども医療と同様に保険適用となる医療費の自己負担額を助成
３．対象期間
　　・子ども医療の資格喪失後から１９歳到達後の年度末まで（１年間）

[スケジュール] [スケジュール]

R8.4～　事業開始
　　　　　高校等への周知

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民福祉部 高年介護課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 総合相談支援事業 ◎成年後見支援センターの運営（利用促進・支援体制の拡充） ８，７７０

２ 包括的相談等支援事業 ・地域包括支援センター業務委託 １２３，６０４

３ 高齢者在宅生活支援事業 ・認知症高齢者に対する経済的負担の軽減（個人賠償責任保険加入）

・高齢者世帯の雪下ろし、排雪等に対する助成

・難聴高齢者の補聴器購入に対する助成

７，６６７

４ 買い物支援事業 ・移動スーパーに対する助成 ７，０００

５ 高齢者いきがいづくり推進

事業

・老人福祉計画・第１０期介護保険事業計画等の策定 ３８，３３１

６ 介護人材確保事業 ◎介護人材の確保に対する助成（助成対象の拡充）

・支所地域における介護入門研修の開催

・介護職員初任者研修受講に対する助成

・支所地域で訪問サービスを行う事業所に対する助成

・介護事業所の業務効率化・負担軽減に対する助成

２４，２７０

７ 高齢者等住宅改造助成事業 ・住宅改修、屋根融雪装置設置に対する助成 ２５，０００
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８ 介護保険事業 ・総務費

◎介護認定調査業務のデジタル化

・保険給付事業

・地域支援事業

介護予防・生活支援サービス、介護予防ケアマネジメント事業

一般介護予防事業

在宅医療と介護の連携体制の構築

認知症啓発事業の推進

家族介護用品、介護者慰労金支給、家族介護者に対する支援

高齢者が安心して暮らせる見守り体制の構築

高齢者配食サービス

徘徊高齢者探索、緊急通報システム

成年後見制度利用支援

９，９７３，０００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野１－（３）》高齢者福祉

★介護人材確保事業

★成年後見制度利用、身寄りのない高齢者に対する相談支援体制の拡大

★買い物支援事業

○介護医療院を含めた介護サービス基盤の整備の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31120 総合相談支援事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　福祉課・高年介護課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 成年後見支援センターの支援体制の拡充
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2593

□ 目 1 社会福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・認知症などにより判断能力が不十分な方を支援し、住み慣れた地域で暮らし続けることができる
地域づくりに取り組む

概要 ・高齢者や障がい者の権利擁護や判断能力が不十分な人の成年後見制度の利用促進を図るため、成年後見支援センターを設置運営する

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 6,600 予算額 当初 7,000

予算額

当初 予算額 当初 8,770

繰越

主な経費 ・委託料

繰越

主な経費
・報償費
・旅費
・委託料

補正等 補正等

最終 6,600 最終

決算額 6,600 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 400 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,770
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・中核機関である成年後見支援センターの運営
　専門職1名
　相談人数　延べ889人

[評価等]

・成年後見制度の周知啓発に継続的に取り組んだ
・相談件数は令和4年度の設置以降年々増加している
・受任調整会議を設置し、適切な受任者の選任を図った

[事業内容]

・中核機関である成年後見支援センターの運営
　専門職1名
　

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・中核機関である成年後見支援センターの運営
　専門職1名

［拡充内容］

・市民後見人養成研修修了者1名を成年後見支援センターの補助員として
雇用し、市社会福祉協議会の関連業務（法人後見及び日常生活自立支
援事業）を行うことで、市民後見人の受任に向けた知識定着及び技術の
向上を図る
・成年後見制度利用促進協議会や受任調整会議の委員に行政書士を追
加

[スケジュール] [スケジュール]
　
　R8.4～　事業開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 31316 介護人材確保事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市民福祉部　高年介護課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 介護人材の確保に対する支援
□ その他重要事業 項 1 社会福祉費 内線 2956

□ 目 3 老人福祉費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・介護事業所への新規就労者の掘り起こしや介護のイメージアップ等により、不足する介護人材を
確保する。

概要

・新規介護人材の確保促進に関する取組
・介護職員の育成に関する取組
・介護職員の負担軽減及び離職防止に関する取組
・介護職員の処遇改善に関する取組

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 6,700 予算額 当初 6,050

予算額

当初 6,050 予算額 当初 23,570

繰越

主な経費 ・介護人材確保に対する各種助成

繰越

主な経費 ・介護人材確保に対する各種助成
補正等 補正等

最終 6,700 最終 6,050

決算額 4,350 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 650 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 17,520
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・介護分野におけるＤＸ導入及び福祉分野における人材確保のための調
査・研究
・介護従事者確保助成　　　　　　５件
・介護職員初任者研修受講助成　　３件
・支所地域の訪問サービス確保助成　　３事業所
・介護職を目指す学生に対するアルバイト助成　３件
・介護職を目指す学生に対する介護実習助成　１件
・介護職員負担軽減助成　　１２件

[評価等]
・不足する介護人材の確保に向け、県や近隣市村及び関係団体と連携し
た人材確保策の検討が必要である。
・制度の利用促進に向け、より利用しやすい制度への改善や、介護事業
所等を通じた事業のＰＲに努める。
・人材の確保と並行して、介護現場における生産性の向上や、現在働いて
いる介護人材の負担軽減策を検討する必要がある。

[事業内容]

・新規介護人材の確保促進に関する取り組み
・介護従事者確保助成

・介護職員の育成に関する取り組み
・介護職員初任者研修受講費補助金
・介護支援専門員再就業支援補助金
・介護職のたまごアルバイト支援事業補助金

・介護職員の負担軽減及び離職防止に関する取り組み
・支所地域訪問介護サービス等確保補助金
・介護職員負担軽減事業補助金

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・新規介護人材の確保促進に関する取組
①主任介護支援専門員育成・確保支援事業補助金【拡充】
　 （主任介護支援専門員以外の介護支援専門員の資格取得及び更新に
　 かかる経費についても補助対象として拡大）
②外国人介護人材雇用支援事業補助金【新規】
　 市内介護事業所における外国人の受入に必要な経費の一部を支援
③若者介護人材就業支援事業補助金【新規】
　 高校・大学を卒業後に市内介護事業所に就職した新卒者及び再就業や
　 転職で市内介護事業所に就職した者を対象に就業準備金を支給する。
 　⇒高校・大学等新卒者については、R9からの助成開始を予定
④ケアマネ処遇改善事業補助金【新規】
　 市内居宅介護支援事業所に従事するケアマネの処遇を改善するため
　 の助成を実施

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4～　事業開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 13200 認定調査費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 9 介護保険事業特別会計
担当課 市民福祉部　高年介護課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 1 総務費

枝番・内容 1 介護認定調査業務のデジタル化
□ その他重要事業 項 3 認定費 内線 2931

□ 目 2 認定調査費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・要介護状態を把握するための調査の適正な実施 概要
・高齢化の進展に伴い介護認定の申請者数が増加するなか、介護認定調査業務にシステムを導入し、訪問調査や調査票作成に係る業務の効率化を図るとともに、調査の品質向上や平準化
を実現し、迅速かつ適切な要介護認定につなげる。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 14,670

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・認定調査支援システム導入委託料ほか
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 14,670
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・介護認定調査支援システムの導入

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.7　　　　事業者決定・契約
・R8.8～12   システム構築
・R9.1～　　　運用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民福祉部 市民課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 戸籍住民基本台帳事務 ・マイナンバーカード交付

・諸証明書コンビニ交付サービス

・旅券の発給

１７，６５８
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令和８年度主な所管事務及び事業

市民福祉部 火葬場建設推進課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 火葬場管理事業 ・市営火葬場の管理

・飛騨市火葬施設の広域利用

９０,６８０

２ 火葬場建設事業 ・新火葬場周辺道路等の整備

西洞宗猷寺２号線道路改良工事

継続費 令和８年度～令和９年度

天性寺吹屋線道路改良工事、融雪設備整備工事ほか

◎新火葬場整備設計委託

３０８,２４０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野３－（１）》土地利用・都市計画

★新火葬場建設事業

21



主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41610 火葬場建設事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 火葬場建設推進課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 新火葬場の整備
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2163

□ 目 6 火葬場費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・老朽化が進んでいる市営火葬場に代わる新火葬場を整備する。 概要 ・現高山火葬場（西洞町）周辺に新火葬場（火葬炉4基、多目的炉1基）を整備する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 95,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費

・設計委託料
・用地取得費
・物件補償費
・分筆登記委託料

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 95,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　・新火葬場整備に係る設計委託
　・新火葬場整備に伴う用地取得、物件補償
　・用地取得に係る分筆登記委託

（事業費）
　設計委託料　　　　40,200千円
　（債務負担行為設定　令和9～12年度　50,600千円）
　公有財産購入費　46,800千円
　物件補償費　　　　　7,000千円
　分筆登記委託料　　1,500千円

[スケジュール] [スケジュール]

　・R8.4～R9.1　基本設計　
　・R9.2～R9.8　実施設計
　・R8.6～R9.3　用地取得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

こども未来部 こども政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 放課後児童クラブ運営事業 ・放課後児童クラブ １８クラブ

・放課後児童支援員の処遇改善に対する助成

１８１，７００

２ こどもの居場所づくり推進

事業

・不登校児童生徒等を受け入れる「こどもの居場所」の運営に対する助成 １０，０００

３ つどいの広場等運営事業 ・空き店舗や公共施設等を活用したこども家庭相談、情報の提供

かんかこかんほか１１か所

◎清見つどいの広場の拠点的整備

３１，２００

４ こども政策推進事業 ・子育て支援金（１子につき １００，０００円）

◎ＳＮＳを活用した子育て世代向けの情報発信

５２，４４０

５ 保育施設等給付事業 ・私立保育所 １６保育所

・小規模保育 ２施設

２，３７７，４００

６ 私立保育所運営費等助成

事業

・延長保育、低年齢児保育、障がい児保育、一時保育等に対する助成

・給食の食物アレルギー対応に対する助成

２６３，７５４
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７ 私立保育所整備費等助成

事業

◎清見保育園園舎改修に対する助成

・通園バス購入に対する助成

１０，０００

８ 公立保育園運営事業 ・８保育園

◎久々野保育園遊戯室空調設備整備

◎防犯カメラの設置

９５２，０２５

９ 児童手当給付事業 ・高校生の年代までの児童を対象とした児童手当の給付 １，８００，０００

１０ 幼児教育支援事業 ・私立幼稚園への施設型給付、施設等利用給付 ２５４，９００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野２－（１）》こども・子育て

★つどいの広場の拠点的整備

★こどもの居場所づくり推進事業

★こどものまちづくりへの参画

〇こども家庭の負担軽減に向けた取り組みの検討

〇保育サービスの量の見直しと質の向上に向けた取り組みの検討

〇保育士の確保に向けた取り組みの検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32170 つどいの広場等運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部　こども政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 つどいの広場の拠点的整備
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2934

□ 目 1 児童福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・子育て中の親子が気軽に集える場所を設置することにより、子育ての不安感等を緩和し、こどもが
健やかに育つ環境の整備を図る。

概要 ・拠点となるつどいの広場への複合遊具等の整備

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 20,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・室内用大型遊具の整備
・付帯工事

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 20,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・清見つどいの広場に複合遊具等を整備
　面積：約160㎡
　内容：室内用大型遊具等の設置
　　　　 ウレタンマットの敷設
　　　　 建具の更新や照明のLED化
　　　　 授乳室の改修　など

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.5～　設計
・R8.9～　工事
・R8.12～　利用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32190 こども政策推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部　こども政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 SNSを活用した効果的な情報発信
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2934

□ 目 1 児童福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・鮮度が高く、必要かつ十分な情報を届けることにより、幸福度や市民満足度を高める。 概要 ・既存の方法では情報が届きにくい子育て世代をターゲットに、市公式SNSを新たに開設し、公募により決定したライター複数名との官民協働により情報を発信する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・取材及び記事作成等に対する謝礼
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・「こども未来編集部」によるSNS運用（取材や記事作成）
　※ライター募集などはR7に実施

・発信したい情報
　行政によるこども家庭に関する幅広な分野の取組
　官民によるイベントなどの告知、結果レポート
　子育て当事者や支援者の声
　地域への誇りや郷土愛が深まる地域資源や魅力の紹介　など

・ライター活動実績に応じた謝礼の支払

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～　開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32220 私立保育所整備費等助成事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部　こども政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 私立保育園の園舎整備等に対する助成（清見保育園園舎改修）
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2938

□ 目 2 児童保育費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・私立保育園の改修を促進することにより、良好な保育環境の維持・向上を図る。 概要 ・園舎改修に対する助成

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 7,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・園舎改修に対する助成
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 7,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・清見保育園園舎改修
　木造平屋建 991.28㎡　定員50人

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4　事業実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定

27



主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32300 公立保育園運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部　こども政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 公立保育園施設の整備工事（久々野保育園遊戯室へのエアコン整備）
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2938

□ 目 3 保育園費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・児童の熱中症対策など安全安心な保育環境の向上を図る。 概要 ・久々野保育園遊戯室にエアコンを設置する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 12,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・施設整備工事
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 12,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・久々野保育園遊戯室空調工事
　天井カセット型エアコン（2台)

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4　設計・監理
・R8.12　完成見込

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32300 公立保育園運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部　こども政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 2 備品の購入（防犯カメラの設置）
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2938

□ 目 3 保育園費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・不審者の侵入防止や防犯意識の向上を図り、安全・安心な保育環境を整備する。 概要 ・保育園出入口等への防犯カメラの設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,300

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・備品の購入
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,300
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・保育園への防犯カメラ整備
　公立保育園8園に各1台

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～ 保護者等への説明、備品の発注、運用要綱の整備
・R8.9～ 運用開始（予定）

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

こども未来部 こども家庭センター

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ ひとり親家庭等支援事業 ・母子寡婦福祉会に対する助成

・ひとり親家庭の自立のための資格取得等に対する助成

・ひとり親家庭等に対する訪問支援

１５，０９０

２ こども家庭センター運営

事業

・関係機関等との連携による包括的なこども家庭への相談支援

・養育支援が必要な家庭に対する訪問支援

・子育て短期支援事業（夕陽ヶ丘、里親ほか）

２３，４８５

３ こどもの居場所づくり推進

事業

・こども食堂の開設・運営に対する助成 ３，０００

４ こども発達支援事業 ・保育士等への発達支援研修の開催による療育支援体制の充実

◎５歳児健診の事後指導（総合診断や言語訓練等就学までの支援体制の拡

充）

・サポートブックの配付

１９，２４０

５ 障がい児通所支援事業 ・あゆみ学園、第二あゆみ学園、いきいき広場、ゆりのこほか

・自己負担の助成

・障がい児通園等に対する助成

５５０，５８０
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６ 母子保健事業 ・母子健康手帳交付から就学に至るまでの母子保健活動

・妊産婦健康診査費等に対する助成

・生後４ヶ月までの乳児家庭訪問

・妊産婦相談窓口の設置

・心身の休養が必要な産婦に対する支援

・生殖補助医療費助成

・５歳児健診

・妊婦の健診・出産に係る交通費等に対する助成

◎不妊治療に係る交通費に対する助成

１２２，３７５

７ 出産・子育て応援事業 ・伴走型相談支援

・妊婦支援給付金

５１，２４０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野１－（４）》児童福祉

★サポートネットワークの整備

《施策分野２－（１）》こども・子育て

★妊婦健康診査、産後健康診査、乳幼児健診等の拡大
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 32153 こども発達支援事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部こども家庭センター

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 3 民生費

枝番・内容 1 ５歳児健診の事後指導
□ その他重要事業 項 2 児童福祉費 内線 2805

□ 目 1 児童福祉総務費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・５歳児健診の結果、指導が必要な児童に対し、療法士等による事後指導を行い、必要に応じて速
やかに必要な支援の実施や専門医へと繋げる体制を整える。

概要
・５歳児健診事後指導として必要な児童に対し、言語訓練及び公認心理師等による心理アセスメント、医師によるアセスメント評価・診断を行い、就学まで必要な支援を継続して実施するととも
に、必要に応じて速やかに専門医へ繋げる体制を整える。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初 360

予算額

当初 予算額 当初 2,930

繰越

主な経費 ・報償費

繰越

主な経費

・報償費
・旅費
・需用費
・委託料
・使用料及び賃借料　

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 360 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,570
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業実績]
・言語聴覚士、心理師による５歳児健診事後指導

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・５歳児健診の結果、支援が必要な児童に対し、以下の取組を実施
　・言語聴覚士等による健診事後指導
　・心理師による心理アセスメント評価および継続支援
　・言語訓練（委託）
　・医師による診断、就学や家庭での支援を助言

[スケジュール]
・R7.4～実施

[スケジュール]
・R8.4～　事業内容を拡充して実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41300 母子保健事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 こども未来部こども家庭センター

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1
不妊治療に対する助成（遠方の不妊治療施設までの移動にかかる交通費に対す
る助成）

□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2805

□ 目 3 母子衛生費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・居住地にかかわらず、安全・安心に妊娠ができ、適切な医療や保健サービスが受けられる環境を
実現するため、遠方の不妊治療施設までの移動にかかる交通費の助成を行うことにより、不妊治
療を行う者の経済的負担の軽減を図る。

概要 ・遠方の不妊治療施設で生殖補助医療および先進医療の治療をするための通院に要する交通費の一部を助成する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 24,600 予算額 当初 20,000

予算額

当初 予算額 当初 28,000

繰越

主な経費 ・生殖補助医療費に対する助成

繰越

主な経費
・生殖補助医療費に対する助成
・不妊治療に係る交通費に対する助成（拡充）

補正等 補正等

最終 24,600 最終

決算額 12,663 決算額

対前年度増減額（決算） △ 400 対前年度増減額（当初予算） △ 4,600 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 8,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・生殖補助医療費助成　　９０件

[評価等]

・不妊治療にかかる費用等の助成により、経済的な負担の軽減を図った。

[事業実績]
以下の3種類の生殖補助医療費に対して助成を実施
①保険診療
　1回の保険治療の自己負担額(高額療養費を差し引いた額)あたり
　上限30万円 

②保険診療＋先進医療　
　1回の保険治療の自己負担額(高額療養費を差し引いた額)
　＋先進医療費あたり、上限30万円

③保険外診療
　1回の保険外治療あたり上限30万円

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
○生殖補助医療費に対する助成
以下の3種類の生殖補助医療費に対して助成を実施
①保険診療
　1回の保険治療の自己負担額(高額療養費を差し引いた額)あたり
　上限30万円 

②保険診療＋先進医療　
　1回の保険治療の自己負担額(高額療養費を差し引いた額)
　＋先進医療費あたり、上限30万円

③保険外診療
　1回の保険外治療あたり上限30万円

○不妊治療に係る交通費に対する助成（拡充）
遠方の不妊治療施設までの治療にかかる交通費（往復分）の一部を助成
する（公共交通機関・自家用車利用について、旅費規程に準じて算出した
交通費の額（実費を上限とする）の８割を助成）。
1子につき通算10回までを上限として助成

・開始日： 令和8年4月1日以降の治療にかかる交通費

[スケジュール]
・R7.4～　事業開始

[スケジュール]
・R8.4～　事業開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

不妊治療は受診者の経済的負
担が大きい。また少子化対策の
一環でもあるため、今後も必要
である。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

医療保健部 医療政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 救急医療対策事業 ・休日診療所の運営

・在宅当番医制・病院群輪番制病院運営費助成

・救命救急センター運営費等助成

・２４時間電話医療相談

・救急安心センター運営費負担金

１０２，９７９

２ 医療確保等支援事業 ・非常勤医の確保、院内保育の運営等に対する助成

・高度医療機器（手術支援ロボット等）の整備に対する助成（債務負担）

・三次周産期医療機関の医師確保に対する助成

・放射線治療の教育研究に対する助成

・岐阜大学医学部「地域医療コース」修学に対する支援

・医学生を対象としたガイダンスへの参加

・医学生から指導医までの継続した育成支援

ヘルスシステム演習支援、専攻医研修支援、指導医業務支援

・地域共創型飛騨高山医療者教育学講座の運営（債務負担）

◎地域周産期医学講座の運営（債務負担）

２８５，９７３
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３ 国民健康保険事業（直営診

療施設勘定）

・国民健康保険診療所（８診療所、３出張診療所）の運営

・研修医等の受入れ

・地域医療広域連携の強化（医療連携推進法人への参画）

・移動診療業務の実施

・医療用機械器具、医薬品、衛生材料の購入

・医療業務委託

６１１，４００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野１－（５）》医療・保険

★医療者教育寄附講座等の開設

★三者連携協定による医療体制の確保

★地域医療構想を踏まえた地域医療体制の構築

★ＩＣＴを活用した医療ＤＸの推進

○医療機関に対する支援の見直し

○医療ＤＸによる高度医療機関との連携に向けた取り組みの検討

○将来的な診療所体制の構築の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41410 医療確保等支援事業費

区分

☑ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 医療政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 飛騨地域の周産期医療の強化
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2801

□ 目 4 地域医療対策費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・大学、自治体の連携により高山赤十字病院を中心とした飛騨地域の周産期医療を強化し、地域
周産期中核病院と位置付けると同時に、下呂市の産科医療を再生し、飛騨地域に持続可能な地域
周産期ケアモデルを確立すること。

概要
・飛騨3市1村で岐阜大学の地域周産期医学講座に寄附をすることにより、岐阜大学大学院産婦人科の大学教官2名が大学および飛騨医療圏双方での診療、教育、研究に従事する。
・寄附講座により高山赤十字病院を中心に産婦人科医を確保、増強し、医療体制の強化を図ることで、飛騨医療圏の産婦人科診療の拡充を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 18,390

繰越

主な経費

繰越

主な経費 寄附金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 18,390
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・岐阜大学の地域周産期医学講座への寄附により、大学教官が地域の中
核病院等で診療、教育、研究に従事。
・飛騨圏域における産婦人科医療の充実を図る。

[スケジュール] [スケジュール]

・4月～　寄附講座実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

医療保健部 健康推進課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 健康づくり推進事業 ◎健康ポイント事業（アプリ活用による参加方法の拡充）

・眠育・食育の推進

・水中歩行運動事業

・禁煙外来受診費用に対する助成

・がん患者医療用補正具購入に対する助成

・フレイル予防訪問（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施）

９，２７０

２ こころの健康支援事業 ・ゲートキーパーの育成、命の大切さの啓発 ７７０

３ 健康診査事業 ・健康診査

・がん検診（胃、子宮、肺、乳房、大腸、前立腺）、骨粗しょう症検診

・歯周病検診

１５５，９６８

４ 感染症対策事業 ◎予防接種

２種混合、５種混合、麻しん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、

小児用肺炎球菌、子宮頸がん、高齢者インフルエンザ、水痘、

高齢者肺炎球菌、Ｂ型肝炎、ロタウイルス、高齢者新型コロナ、

帯状疱疹、ＲＳウイルス（妊婦への定期接種化）

・感染症対策備蓄物資購入

・小児がん患者へのワクチン再接種に対する助成

・おたふくかぜ予防接種に対する助成

◎小児インフルエンザに対する助成（助成対象を年度内に１９歳となる高

校生まで拡充）

４１０，４６０
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（○）

《施策分野１－（６）》健康・保健

★こころの健康の推進

○各種保険者や企業と連携した保健指導の推進の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41200 健康づくり推進事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 健康推進課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 2 健康ポイント事業（健康ポイント）
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2804

□ 目 2 予防費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的

・市民が自らの健康に対する関心を高め健康的な生活習慣を実践するきっかけとなるように行って
いる。
・歩数実績を見える化できるアプリを活用することで、市民、特に健康ポイント事業への参加割合が
低い若年層の意欲的な取り組みを促す。

概要
・他の自治体においても利用実績がある健康ポイントと連携可能なウォーキングアプリを選定し活用
・ウォーキング実施期間に既定の歩数に達成した市民に対し特典を付与（インターネットにて賞品交換）
・これまでのポイント用紙での参加も継続（窓口にて商品交換、アプリ参加と同額）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 1,800 予算額 当初 1,950

予算額

当初 予算額 当初 1,780

繰越

主な経費
・報償費（図書カード、商品券等）
・印刷製本費（事業案内ちらし）
・広告料（新聞折込）

繰越

主な経費

・報償費
・需用費
・役務費

補正等 補正等

最終 1,800 最終

決算額 1,092 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 150 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 170
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
・年間参加者数
　　４年度：1,426人 　５年度：1,515人 　６年度：1,158人
・年代別参加割合（人口に対する割合、５年度）
　　１０歳代：1.4％　　２０歳代：1.3％　　３０歳代：2.3％
　　４０歳代：2.7％　　５０歳代：2.5％　　６０歳代：2.6％
　　７０歳代以上：1.5％
・商品交換の手段の状況（６年度）
　　窓口申請：63.7％　　インターネット申請：36.3％

[評価等]
・参加者数が伸び悩みの状況にある。
・１０～２０歳代の若年層の参加者数の増加を図り、健康ポイントの取組み
から、健康づくりへの関心を持つ働きかけを行う必要がある。
・若年層に対し利用の促進を図ることができる健康アプリ（市の健康ポイン
トと連動可能なもの）の活用検討を継続する必要がある。

[事業内容]
・中学３年生相当の年齢以上の市民を対象
・実施内容の案内と獲得ポイントを記入する欄を掲載した「健康ポイントカ
ード」を全世帯へ配布
・１年間通してポイント獲得に各自取り組む
　　必須項目：健診の受診、目標を立てて１週間運動に取り組む
　　任意項目：各自の健康づくりへの取組み
・１０ポイント以上獲得できた場合、特典賞品（500円分）と交換
　　窓口へ健康ポイントカードを提出：図書カードまたは市商連の商品券と
交換
　　インターネットから申請：さるぼぼポイントまたはデジタルギフトと交換

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・中学３年生相当の年齢以上の市民を対象

・市健康ポイントと連動するウォーキングアプリで参加の場合
広報たかやまや市ホームページからアプリをダウンロードし、１年間ウォー
キングに取り組む（歩数がアプリ内に蓄積、表示される）
健診受診等の条件を満たし、既定の歩数に達するとインターネットから特
典と交換可能（500円分のさるぼぼポイントまたはe-ギフト）

・従来どおり「健康ポイントカード」で参加の場合　　
１年間通してポイント獲得に各自取り組む
必須項目：健診の受診、目標を立てて１週間運動に取り組む
任意項目：各自の健康づくりへの取組み
１０ポイント以上を獲得できた場合、特典（500円分の図書カードまたは市
商連の商品券）と交換可能

　　

[スケジュール]
・４～５月　　　　 健康ポイントカードの準備（業者印刷）
・６月　　　　　　　健康ポイントカード配布（新聞折込）
・６月～２月　　　特典交換の申請受付
・４月～１年間　 市民（健康づくりへの取組みを実施）

[スケジュール]
・４月～　　　　　 アプリ管理業者との打合せ、機能設定等
・４～５月　　　　 健康ポイント事業案内ちらしの準備（業者印刷）
・６月　　　　　　　事業案内ちらし配布（新聞折込）
　　　　　　　　　　 広報たかやま、市メール等にて事業（アプリ）の紹介
・６月～２月　　　特典交換の申請受付
・４月～１年間　 市民は健康づくりへの取組みを実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

・従来の方法での健康ポイント
事業を継続しながら、健康ポイ
ント事業と連動可能な健康アプ
リの活用について、検討を継続
する。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41240 感染症対策事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 健康推進課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 2 妊婦に対するRSウイルスワクチンの定期接種化
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2804

□ 目 2 予防費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・令和８年４月から予防接種法のA類疾病に位置付けられるRSウイルス感染症について、定期予防
接種として妊婦に実施することで、出生する児の感染予防を図る

概要

・RSウイルス感染症は主に咳やくしゃみの飛沫で感染する呼吸器感染症で、生後６か月以内に初めて感染した場合に肺炎等を引き起こして重症化しやすい
・妊娠２８週から３７週に至るまでの妊婦を対象とし、生まれてくるこどもの感染予防を目的としたワクチン
・令和８年４月１日から定期接種として接種を開始

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 12,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・委託料
・補助金

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 12,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・妊娠２８週から３７週に至るまでの妊婦を対象とし、生まれてくるこどもの
感染予防を目的としてワクチンの定期接種を実施

・対象となる妊婦へ予診票や案内を配布し接種を実施

・里帰り出産のため県外の医療機関で接種を受ける場合は、償還払いで
対応

・妊婦３８０人分を想定

[スケジュール] [スケジュール]
・Ｒ８．３月末～　  事業の準備（委託医療機関との調整、対象者への周知
、予診票や説明書等の準備）
・Ｒ８．４月～　定期接種開始、母子健康手帳交付時に予診票を配布
・Ｒ８．５月～　 医療機関への委託料支払い　

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41240 感染症対策事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 健康推進課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 小児インフルエンザの予防接種に対する助成
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2804

□ 目 2 予防費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・予防接種経費の一部助成について、高校生相当の年齢も対象者に追加することにより、保護者の
経済的負担を軽減し、個人の発病及び重症化の予防並びにまん延の予防を図る

概要
・現在助成対象としている、６か月児から中学校３年生までの対象年齢を、高校生３年生相当まで拡大
・病気療養等のため高校在学期間が延長となる生徒もあるため、年度内に１９歳となる高校生も対象に追加（定時制高校４年生、通信制高校は対象外）
・接種を希望する場合は、市への申請により助成券を交付

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 15,300 予算額 当初 11,300

予算額

当初 予算額 当初 16,200

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 △37 補正等

最終 15,300 最終

決算額 9,414 決算額

対前年度増減額（決算） △1,240 対前年度増減額（当初予算） △ 4,000 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 4,900
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・生後６か月以上中学３年生までのこどもに対し、4,642人の助成を行った
。

[評価等]

・接種に係る経費について、保護者の負担軽減を図ることができた。
・季節性インフルエンザへの感染や重症化予防を図ることができた。
・助成制度について認識していなかったために接種をあきらめることがな
いよう、引き続き、広報等による周知に努めていく。

[事業内容]

・生後６か月以上中学３年生までのこどもを対象に、小児インフルエンザ予
防接種の助成を行う。

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・小児インフルエンザ予防接種費の助成対象を１８歳到達年度末まで拡充
・あわせて、年度内に１９歳となる高校生も対象に追加（定時性高校４年生
と通信制高校は除く）
・広報紙等で年齢拡大の周知を図る
・助成希望者の接種までの流れ
　①市へ助成券の申請（窓口またはホームページから）
　➁助成券を持って指定医療機関（市内と飛騨市内）にて接種を受ける
　③医療機関窓口で、接種費用から助成額（注射型ワクチン：2,200円、
　　経鼻型ワクチン：4,400円）を差し引いた額を支払う

[スケジュール]
・Ｒ７．４～９月　事業の準備
・Ｒ７．９～１０月　広報紙等による事業の周知
・Ｒ７．１０～Ｒ８．１月　助成券申請受付、医療機関にて接種　
・Ｒ７．１１～Ｒ８．３月　市から医療機関へ助成額分を支払い　

[スケジュール]
・Ｒ８．４～９月　事業の準備（委託医療機関の選定、助成券準備等）
・Ｒ８．９～１０月　広報紙等にて助成の受け方、接種期間等を案内
・Ｒ８．１０～Ｒ９．１月　助成券申請受付、医療機関にて接種　
・Ｒ８．１１～Ｒ９．３月　市から医療機関へ助成額分を支払い　

次年度以降
の考え方
(担当課)

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

医療保健部 国保年金課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 国民健康保険事業（事業勘

定）

・保険料収納率向上特別対策事業

保険料収納等委託による滞納整理の強化（債務負担）

・国民健康保険事業費納付金

子ども・子育て支援金納付金の徴収開始

・保健事業

健康づくりウォーキング、後発医薬品利用差額通知

柔道整復施術療養費調査

・特定健康診査等事業

特定健康診査、保健指導

８，３０９，０００

２ 後期高齢者医療事業 ・徴収事務

・保険料収納等委託による滞納整理の強化（債務負担）

・後期高齢者医療広域連合納付金

子ども・子育て支援金納付金の徴収開始

・保健事業

健康診査、歯科健診、健康づくりウォーキング

・後期高齢者医療広域連合への療養給付費負担

３，０４９，６００
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令和８年度主な所管事務及び事業

教育委員会事務局 教育総務課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ スクールバス管理事業 ・スクールバス更新 ２台

・学びの多様化教室「にじ色」の通学に対する支援

５８，１１３

２ 小中学校管理事業 ・学校トイレ改修設計委託（東小学校、日枝中学校）

・学校トイレ改修（花里小学校、丹生川小学校、栃尾小学校）

◎防犯カメラの設置

６８３，３１０

３ 小中学校大規模改修事業 ・東小学校プール改修

継続費 令和７年度～令和８年度

・北小学校屋内運動場長寿命化改修

継続費 令和８年度～令和９年度

◎朝日・高根義務教育学校整備

継続費 令和８年度～令和１０年度

・国道拡幅に伴う松倉中学校支障物件移転工事

３６２，２５５
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４ 学校給食事業 ・学校給食センター６か所の管理運営

・学校給食機器等の整備

◎市内小中学生の給食費無償化

◎アレルギーにより給食が食べられない児童・生徒に対する助成

◎県産農産物を活用した学校給食の推進

◎高山給食センター整備設計等委託

◎高山給食センター整備アドバイザリー業務委託

継続費 令和８年度～令和１１年度

１，０３１，６４２

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

≪施策分野２－（２）≫ 学校教育

★朝日・高根地域の義務教育学校の整備

★学校給食センター整備事業

★学校給食費の無償化

○学校の適正規模・適正配置の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 92100 小学校管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育委員会事務局　教育総務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 学校施設への防犯カメラの設置
□ その他重要事業 項 2 小学校費 内線 2348

□ 目 1 学校管理費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・学校に防犯カメラを設置することで、不審者の侵入防止や校内トラブルの抑止など、安全・安心な
学校環境の向上を図る。

概要 ・学校敷地内への防犯カメラ設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 9,800

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・備品購入費
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 9,800
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・学校敷地内への防犯カメラ導入

[スケジュール]

・R8.11～ 運用開始（予定）

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 93100 中学校管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育委員会事務局　教育総務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 学校施設への防犯カメラの設置
□ その他重要事業 項 3 中学校費 内線 2348

□ 目 1 学校管理費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・学校に防犯カメラを設置することで、不審者の侵入防止や校内トラブルの抑止など、安全・安心な
学校環境の向上を図る。

概要 ・学校敷地内への防犯カメラ設置

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 7,400

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・備品購入費
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 7,400
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・学校敷地内への防犯カメラ導入

[スケジュール]

・R8.11～ 運用開始（予定）

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 92310 小学校大規模改修事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育委員会事務局　教育総務課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 朝日・高根義務教育学校の整備
□ その他重要事業 項 2 小学校費 内線 2347

□ 目 3 学校整備費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・小学校入学から中学校卒業までの一貫した教育環境を整備するとともに、児童生徒間の交流を促
進するため、朝日・高根地域において施設一体型の義務教育学校を整備する。

概要 ・義務教育学校の整備

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初 35,000

予算額

当初 予算額 当初 161,900

繰越

主な経費 ・設計業務委託

繰越

主な経費
・工事請負費
・監理業務費

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 126,900
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・義務教育学校の設計業務委託

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・義務教育学校の整備工事
　　前期課程校舎の増築
　　既存校舎の改修
　　既存校舎トイレ改修、LED化改修

[スケジュール]

・R8.6～ トイレ改修、LED化改修工事
・R8.9～ 本体工事

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定

47



主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95300 学校給食運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育総務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 学校給食費の無償化
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2973

□ 目 3 給食センター費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・物価高の中、小中学生の保護者が支払う給食費を無償化することで負担軽減を行う。 概要 ・小中学生の給食費を無償化

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 425,643

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・賄材料費
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 425,643
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　対象　小中学生
　内容　給食費の無償化

[スケジュール] [スケジュール]

R8. 4月　小中学生の給食費無償化開始　　　

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95300 学校給食運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育総務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 3 学校給食アレルギー対応代替弁当補助事業
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2973

□ 目 3 給食センター費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・食物アレルギーにより給食を喫食することができない児童・生徒が、家庭から持参する弁当の食
材費を支援することで保護者の負担軽減を図る。

概要
・高山市（古川国府給食センターを含む）が提供する学校給食を食物アレルギーにより喫食することができず、その代替として毎日弁当を持参する児童・生徒の保護者に対し、その経費の一部
を支援する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　・補助対象者　
　　学校生活管理指導表（医師の診断書）で食物アレルギーの内容を確
　　認でき、学校給食を食べることができず、弁当を持参している児童・
　　生徒の保護者
　・該当児童
　　市立小中学校（義務教育学校を含む）に通う児童・生徒
　　学校給食センターで対応していない食物アレルギーや、重度の食物
　　アレルギーのため、学校給食を一切食べることができず、弁当を持参
　　している児童・生徒
　・補助額
　　学校給食費×弁当を持参した日数
　　R8給食費単価　中学校423円、小学校351円

[スケジュール] [スケジュール]

R8. 4月　補助事業開始　　　

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95300 学校給食運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育総務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 2 県産農産物を活用した学校給食推進強化事業
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2973

□ 目 3 給食センター費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・児童・生徒に学校給食を通じて、県産農産物を提供することにより、地域農業への理解や地産地
消を推進する。

概要 ・年8回、県産農畜産物を使用した給食を生徒児童へ提供する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・賄材料費
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　県産農畜産物を使用した給食を提供

[スケジュール] [スケジュール]

R8. 7　～　R9. 3　（8月を除く）　全8回実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 95320 学校給食センター整備事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 教育総務課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 学校給食センター整備
□ その他重要事業 項 5 保健体育費 内線 2973

□ 目 3 給食センター費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・学校給食センターを整備及び統廃合することにより、学校給食の安全性及び効率性の向上を図る
。

概要 ・学校給食センターの整備、統廃合等

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 15,000 予算額 当初 5,000

予算額

当初 5,000 予算額 当初 22,600

繰越 0

主な経費 ・アドバイザリー業務委託　5,000

繰越

主な経費
・設計及び監理業務委託（R8-R11債務負担）
・設計施工支援業務委託（R8-R11継続費）

補正等 0 補正等

最終 0 最終 5,000

決算額 9,947 決算額

対前年度増減額（決算） 15,000 対前年度増減額（当初予算） △ 10,000 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 17,600
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

・PPP手法検討調査
・整備手法の検討
・基本計画図及び概算事業費算出等

[評価等]

・整備手法として運営者先行選定方式を採用した。
・調理や配送等の民間委託化を決定した。

[事業内容]

新センター整備等委託業者選定のための支援
・要求水準書等作成支援
・広告、入札等資料作成支援
・プロポーザル審査会支援
・事業者選定委員会の運営支援
・事業契約締結等の支援

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

設計及び監理業務委託（地質調査業務含む）

設計施工支援業務委託（アドバイザリー業務）
　・設計者選定資料作成支援業務
　・調理設備実施設計支援業務
　・合同会議への参加
　・配送・回収計画の策定及び配送車調達支援

[スケジュール]

R7.9月　　　　運営事業者公募資料告示
R8.2月　　　　運営事業者決定
R8・9年度 　　設計
R9～11年度　建設・開業準備
R11年度中　　運用開始

[スケジュール]

R8・9年度 　　設計
R9～11年度　建設・開業準備
R11年度　　　運用開始（年度中）

次年度以降
の考え方
(担当課)

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

教育委員会事務局 学校教育課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 教育研究所運営事業 ・いじめ防止アドバイザー・緊急サポートスタッフの派遣

・教育支援センターの運営

・学びの多様化教室「にじ色」の運営

１０，２６０

２ 特別支援教育推進事業 ・障がい児等に対する地域と一体化した教育支援

・医療行為を必要とする生徒の学校活動に対する支援

・心のスクール検討委員会の運営

４，１８０

３ 小中学校運営事業 ・防犯ブザーの配付

・人間関係づくりのための心理検査の実施

◎次期校務支援システムの導入（債務負担）

８７，１４０

４ 小中学校教育機器整備事業 ・電子黒板の配置

・１人１台タブレットの活用

・インターネットを活用した在宅学習環境の整備

３６５，７６０

５ 中学校部活動支援事業 ・部活動の地域移行に伴う指導者の確保

◎部活動の地域移行に伴うバス運行（運行数の拡充）

◎地域クラブ等活動に対する助成

２９，３４０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野２－（２）》学校教育

★不登校児童生徒に対する多様な支援

★荘川地域における特色ある学校運営
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 92200 小学校運営事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 学校教育課

☑ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 校務支援システムの更新
□ その他重要事業 項 2 小学校費 内線 2358

□ 目 2 教育振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・令和2年度に導入した県下統⼀の統合型校務⽀援システムについて、次期システムへ更新する。 概要 ・県が中心となりR8年度中に次期校務支援システムへ更新する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,160

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,160
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
　・現行システムからのデータ抽出を行うとともに、新規システムを構築し、
移行・設定等の業務を行う

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4～　データ抽出、初期構築
・R8.8　データ移行、初期構築完了
・R8.9　次期システム運用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 93200 中学校運営事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 学校教育課

☑ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 校務支援システムの更新
□ その他重要事業 項 3 中学校費 内線 2358

□ 目 2 教育振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・令和2年度に導入した県下統⼀の統合型校務⽀援システムについて、次期システムへ更新する。 概要 ・県が中心となりR8年度中に次期校務支援システムへ更新する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 740

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 740
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
　・現行システムからのデータ抽出を行うとともに、新規システムを構築し、
移行・設定等の業務を行う

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4～　データ抽出、初期構築
・R8.8　データ移行、初期構築完了
・R8.9　次期システム運用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 93290 中学校部活動支援事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 学校教育課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 部活動の地域移行に対する支援
□ その他重要事業 項 3 中学校費 内線 2358

□ 目 2 教育振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・部活動の地域移行により教職員の負担軽減を図るとともに、今後も中学生がクラブ活動を継続実
施できる環境を整える。

概要
・地域クラブ活動の支援に関する補助を行う。
・中学校部活動から移行した地域クラブ活動に従事する指導者に対して謝金を支払う。
・支所地域の中学生が市街地等でのクラブ活動場所に移動するためのバスを運行する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 3,580 予算額 当初 13,350

予算額

当初 予算額 当初 21,340

繰越

主な経費
・報償金
・需用費
・人件費（バス運転手4名）

繰越

主な経費

・報償金
・需用費
・補助金
・人件費（バス運転手4名）

補正等 補正等

最終 3,580 最終

決算額 3,223 決算額

対前年度増減額（決算） 3,223 対前年度増減額（当初予算） 9,770 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 7,990
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
・部活動の地域移行
　　地域スポーツ団体指導者に対する支援（６種目・１２団体・２３名）

[評価等]
・部活動の地域移行を進めることができた。
・６種目の競技で部活動が地域移行し、２３名の指導者に支援ができた。

[事業内容]
中学校部活動から移行した地域クラブ活動に従事する指導者に対して謝
金を支払う
　※原則休日の活動・最大26名を想定）
　※R5年度中に以降済みのクラブを含む
　※国の実証事業を活用する（補助率10/10）

支所地域の中学生がクラブ活動場所（主に市街地）まで移動するための
バス運行を試験的に実施する。

運行日：毎週土曜日（午前・午後の往復2回）
運行方法：支所地域を4ブロックに分割し、4台のバスを運行
※①荘川・清見、②上宝・国府、③丹生川、④久々野、朝日、一之宮
※バスはスクールバスを活用想定
※財源は国庫委託金（10/10、ただし自己財源2割負担）

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
①地域クラブ活動等補助金
　各地域クラブ及び部活動の部員数×3千円（上限）
（予算）
　2,000人×3千円＝6,000千円

②地域クラブ活動に従事する指導者への謝礼
（予算）
　112名×130千円＝14,560千円

③部活動地域移行に係るバス運行
　・土曜日AM、4路線に加え、日曜日AM、4路線を増便する
（予算）
　バス燃料費　780千円
　運転手人件費

[スケジュール]
・中学校部活動から地域クラブ活動への移行推進
　・R7.4月～　移行できる部活動から随時クラブへの移行を進める
　　　　　　　　移行と同時に指導員への謝金支払を開始

・地域クラブバス
　・R7.2～4　バス運転手募集
　・R7.5　運行開始

[スケジュール]
①地域クラブ等活動補助金
　・R8年4月　補助金説明会の実施
　・R8年5月～R9年1月　補助金の交付申請、補助金の交付、実績報告

②指導者謝金
　・R8年4月　　地域クラブ申請と、指導者登録（各クラブ2名上限）
　・R8年5月～R9年2月　毎月の活動報告に基づき報酬を支払う

③地域クラブバスの運行
　・R8年.4月～　日曜日AMの運行を開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

・地域クラブ活動（又は地域クラ
ブ以外のクラブ）に対する大会
派遣の支援を行う。
・国の実証事業を活用して休日
の地域クラブ活動を支援していく
。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

教育委員会事務局 文化財課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 市内遺跡発掘調査事業 ・高山城跡の保存活用に向けた調査 ５，１９０

２ 文化財保護事業 ・伝統的建造物群保存地区保存活動に対する助成

・伝承芸能の後継者育成及び保存事業に対する助成

・高山祭屋台保存技術継承者育成に対する助成

・高山祭屋台行事の伝承に対する助成

・史跡維持管理に対する助成ほか

１４，７６７

３ 歴史遺産等保存活用事業 ・無形文化遺産の活用

◎松倉城跡保存活用計画の策定

◎歴史資料整理活用事業の実施

◎伝統構法耐震化マニュアルの改訂

◎金森氏顕彰講演会の開催

１５，５５０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野２－（３）》歴史文化

★伝統的建造物群保存地区拡大事業

★民俗資料等の整理・活用

〇地域の伝統文化の担い手確保、維持のための仕組みづくりの検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 94760 歴史遺産等保存活用事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 文化財課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 3 松倉城跡保存活用計画の策定
□ その他重要事業 項 4 社会教育費 内線 2355

□ 目 7 文化財費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・国指定史跡「松倉城跡」の保存及び活用に組織的に取り組むための共通事項を明示し、その保存
や整備に関する将来的な方針を策定する。

概要

・保存活用計画策定委員会の開催
・計画の作成に係る支援業務の委託
・庁内・関係者連絡会議の開催
・現地調査、他市事例調査、関連調査の実施

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 4,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・策定委員会に係る経費
・計画作成支援業務委託

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 4,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・史跡松倉城跡保存活用計画策定委員会
　・委員会委員：6名
　・会議の開催：2回

・計画作成支援業務の委託
・庁内・関係者連絡会議の開催
・現地調査、他市事例調査、関連調査の実施

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～ 保存活用計画策定委員会の設置・会議の開催
　　　　　 作成支援業務の委託
　　　　　 庁内・関係者連絡会議の開催
　　　　　 現地調査、他市事例調査、関連調査の実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 94760 歴史遺産等保存活用事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 文化財課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 4 歴史資料整理活用事業
□ その他重要事業 項 4 社会教育費 内線 2977

□ 目 7 文化財費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・歴史資料保存団体などとの協働による資料整理、ICT技術を活用した情報発信などにより、気軽
に歴史・伝統に触れられる機会を創出し、郷土愛や地域への誇りの醸成を図る。

概要
・文化財保存活用地域計画協議会（任意)の設置及び会議を開催する。
・歴史文化資源を適切に保存するため、資料調査や整理を行う。
・歴史文化資源を公開活用するため、歴史的価値のある資料の公開方法を検討する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 2,350

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・歴史文化資源の調査業務委託等
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,350
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・文化財保存活用地域計画協議会の設置及び開催
　・協議会委員：14名
　・会議の開催：1回

・歴史文化資源の保存管理や公開活用
　・歴史文化資源の実態調査業務
　・歴史文化資源の資料調査業務
　・目録データ登録によるデジタル化及び公開方法の検討

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～ 文化財保存活用地域計画協議会の設置・会議の開催
・R8.7～ 歴史文化資源の実態調査及び資料前整理
・R8.9～ 歴史文化資源の資料調査
・R8.12～ 資料の目録データ登録によるデジタル化
・R9.1～ 歴史的価値のある資料の公開方法の検討

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定

58



主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 94760 歴史遺産等保存活用事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 文化財課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 1 伝統構法耐震化マニュアルの改訂
□ その他重要事業 項 4 社会教育費 内線 2356

□ 目 7 文化財費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・伝統的建造物群保存地区の建物などの市内の伝統構法で建てられた木造建築物の耐震化を図
る。

概要
・平成25年度に飛騨高山伝統構法木造建築物研究会と協働して作成した『高山市伝統構法木造建築物耐震化マニュアル』を、これまでの事業の実施によって明らかとなった課題を解決すると
ともに、運用上必要となる事項を追加するため改訂する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,350

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・耐震化マニュアル改訂に係る委託料等
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,350
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・耐震診断・耐震補強計画調査
　・伝統的な町家での耐震診断・耐震補強計画調査の実施
　・耐震化の具体的な問題の整理、方針の検討

・近似応答計算方法の修正
　・『伝統的構法のための木造耐震設計法－石場建てを含む木造建築物
　　の耐震設計・耐震補強マニュアル－』（通称「青本マニュアル」）を参考
　　にした計算方法の整備
　・耐震補強計画に係る計算用シートの修正

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～ 関係者との協議
・R8.7～ 耐震診断・耐震補強計画調査の実施
・R8.9～ 近似応答計算方法の修正作業

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 94760 歴史遺産等保存活用事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 文化財課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 9 教育費

枝番・内容 2 金森氏顕彰講演会の開催
□ その他重要事業 項 4 社会教育費 内線 2355

□ 目 7 文化財費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・金森長近をはじめとする金森氏の事績を紹介する記念講演会を開催することで、市民の郷土への
愛着や誇りを醸成し、将来にわたり高山に遺る歴史伝統文化の保存、継承を図る。

概要 ・全国的に著名な有識者による金森氏に関わる講演会を開催

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 1,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・記念講演会の運営委託
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 1,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・戦国史研究で著名な有識者による講演会の開催

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.7～ 講演会の開催

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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